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漆喰塗込 〇 ―
真壁 〇 ―

上記の類似材 ― 〇
例外の有無 ― 〇
虫籠窓 〇 ―

木製格子・建具 〇 〇
茶色サッシ 〇 〇
漆喰塗込 〇 ―
木部あらわし 〇 ―
漆喰塗込 〇 ―
下見板 〇 ―

上記の類似材 ― 〇
例外の有無 ― 〇
海鼠壁 〇 〇
真壁 〇 ―
板張り 〇 〇

上記の類似材 ― 〇
ーは「基準なし」を示す

重要文化財 
修理基準適用伝統的建造物（改修） 
修景基準適用伝統的建造物（建替え）
改修による修景基準適用非伝統的建造物
建替えによる修景基準適用非伝統的建造物
修景基準を適用しない建替え
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旧東海道

有
松
線

伝統的建造物

非伝統的建造物

名古屋市緑区有松地区６３サンプル
①要綱に基づく建造物グレードA~Fの区別
②要綱に基づく伝統・非伝統の区別

③道路による4つのエリア区別
有松線の東西をＥ・Ｗ
旧東海道の南北をＳ・Ｎ

の組合せ（ＳＥ，ＳＷ，ＮＥ，ＮＷ）

ＮＷ

ＳＷ

ＮＥ

ＳＥ
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平２階 妻

東海道名所図会 尾州有松村 1797 × × ― × × ×

東海道五十三次（絵本駅路鈴） 鳴海 1804 ― ― ― ― ― ○

東海道五拾三次・保永堂版 鳴海・名物有松絞 1833-34 ○ ○ ○ × ○ ○

東海道五十三次（行書東海道）江崎屋版 鳴海･名物有松絞り店 1842 ○ ○ ― × × ○

尾張名所図絵前編6 有松絞店 1844 ○ ○ ○ × ○ ○

東海道（隷書東海道）丸清版 鳴海・名産絞り店 1847 ○ ○ ― × × ○

土庇塗込造 卯建 海鼠壁出典 画題 年 瓦

※２)軒裏の塗込については確認できる資料なし※１) 職人女や店先の商いを描いたもので建物の外観全体を把握できない

※２）

※１）

※１）

漆喰塗込

その他

漆喰以外の不燃
面内可燃含 又は

面内可燃含 又は

漆喰塗込

その他

漆喰以外の不燃
一部漆喰 又は

漆喰塗込

戸袋あり

戸袋なし

瓦・棟損傷なし

漆喰剥離なし

１Ｆ下屋の土庇

海鼠壁

卯建あり

全面可燃

漆喰以外の不燃

全体 (63)集計項目 SW(15) SE(19) NW(15) NE(14)

平
壁
面

2F

軒
裏

2F

妻
壁
面

戸
袋

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

17%(11)
81%(51)

57%(36)

2%(1) 斜線：可燃 ( 木製格子等 )

斜線：可燃 (木製下見板等 )

斜線：けらばのみ漆喰

斜線：木製戸袋

斜線：防火対策あり

27%(4)

60%(9)

60%(9)

13%(2)
0%(0)

37%(7)

89%(17)

7%(1) 36%(5)

64%(9)

36%(5)0%(0)

87%(13)

67%(10)

7%(1)

11%(2)

30%(19)

52%(33)
24%(15)

18%(11)

40%(6)

20%(3)

13%(2)

40%(6) 10%(2)

21%(4)

74%(15)

33%(5) 43%(6)

50%(7)

21%(3)

7%(1)

53%(8)

40%(6)

14%(2)

11%(2)

5%(3)

73%(47)25%(16)

21%(13)

7%(1)

67%(10)

26%(4) 10%(2)

74%(15)
0%(0)

7%(1)

57%(8)

36%(5)

73%(11)

33%(5)

5%(1)

94%(59)

92%(58) 93%(14)

93%(14) 89%(17)

86%(12)

93%(13)100%(15)

89%(17) 100%(15)

22%(14)

14%(9)

78%(49)

40%(6)

40%(6) 20%(3) 0%(0)0%(0)

60%(9) 95%(18)

14%(2)

86%(12)67%(10)

5%(1) 33%(5)

35%(22)7%(4) 60%(9)14%(2) 36%(5)7%(5)32%(6)5%(1) 13%(2)

19%(12) 20%(3) 29%(4)11%(2) 20%(3)

5%(3) 7%(1) 7%(1)5%(1)
0%(0)

注 .(　) 内の数字はサンプル数

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

イ
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0% 100%50%
28%(11) 70%(28)

87%(20) 13%(3)

2%(1)

漆喰塗込 可燃材を含む
注 .(  ) 内の数字はサンプル数

不燃材 その他

伝統
（40）

非伝統
（23）

２階平壁面の素材 ( 伝統･非伝統ごとの割合 )

計 29

全体の ４割

妻壁面の漆喰以外の素材 (60 サンプル =95％)
モルタル

6

6

12

10
11

5

13

1

リシン

サイディング

漆喰風素材

全面木製可燃物

鋼板

数字はサンプル数

注 . 複数の項目に該当するサンプルが存在する

一部漆喰
+木製可燃物
漆喰以外の不燃
+木製可燃物

東面：乾式構法 西面：湿式構法

取外し可能 取外し不可能 サイディング

２階平壁面内の木製可燃物 (36 サンプル =57％)
22

12

5

真壁・付柱

※複数の項目に該当する事例は 21 サンプル存在する

数字はサンプル数

木製建具

木製格子

木製板張り

計  3119

２Ｆ平壁面の漆喰以外の不燃材 (24 サンプル =38％)
モルタル 5

12
1

1

リシン

サイディング

プラスターボード

鋼板 数字はサンプル数

5
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近世末期
土庇あり

海鼠壁あり

２階平壁漆喰塗込

( 卯建あり )

妻壁漆喰塗込

(２階軒裏漆喰塗込 )

３割が維持、防火対策するものはわずか 土庇周りの

木質可燃部の

２割

わずか３件が残るのみ
７割が一部 or 他の不燃物 ,２割が木製下見板

わずか３件のみ

3割が漆喰塗込を維持
5 割が一部 or 他の不燃物

2 割が漆喰塗込造を維持 ,8 割が改修

現代 必要と考えられる対策

あっても柱や建具周りに木等可燃物を露出している )

防火対策の徹底

防火の考え方を
整理する必要がある

(3 割強が漆喰以外の不燃物に置き換え、5 割が漆喰壁で

※

※

※絵図からは判別できないので参考まで

伝統的防火意匠の定着

江戸

天明の大火 (1784)時代の変遷
要綱

絞り産業の衰退

明治 大正～昭和 昭和５０年以降
防火意識低下後の意匠 現代素材による防火意匠

要綱施行 (1984)① ② ③

修景基準修理基準
２  

階

　平  

壁

部

　位

開
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２  
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妻        
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NO.

SW11

SW15

SW20

SE44

NE38

年代

江戸

江戸

江戸

明治

明治

湿式構法の面 名古屋市の風配図（1981-2010）※

北西

南東

北西

北西

北西

妻面の素材
北西側 南東側

モルタル

下見板

漆喰

漆喰＋下見板

漆喰

下見板

漆喰

下見板

ガルバリウム鋼板

ガルバリウム鋼板
※東京管区気象台ＨＰより引用

江戸

３

４

０

３

６

０

０

６

２

０

０

１

１

２

２

７

１８

５

下見板 (取外し可 )

下見板意匠
年代

下見板 (取外し不可 )

サイディング

明治 大正
昭和 戦後 合計

昭和
50 年
以降

S8,
S11,
N2

S6,
S44,
N33

N8

S15,
S20,
N1,N37

S9,
N25

N15,
N45

S7,S13,
S49,N7
N24,
N49

S10,S22,
N3,N11
N32,
N42

S23,
N60

S4

妻面の下見板意匠（30 サンプル＝４８％）数字はサンプル数

軒高 4500

延焼危険範囲

安全範囲
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20 世紀初期
ガラス窓

19 世紀後期

戸袋付き
     雨戸引窓

19 世紀中期
金属出格子窓

19 世紀初期
出格子窓

（＊大場修、近世近代町家建築史論、中央公論美術出版、
ｐ283,2004.12）図 15 を引用し、修正

虫籠窓
19 世紀中期
金属格子窓

18 世紀中期

20 世紀中期
ガラス窓

20 世紀初期

戸袋付き
     雨戸引窓

19 世紀後期
木製格子窓

（＊大場修、近世近代町家建築史論、中央公論美術出版、
ｐ283,2004.12）図 15 を引用し、修正

虫籠窓
18 世紀後期

19 世紀中期

20 世紀初期
金属格子窓

  虫籠窓＋
    金属格子窓

虫籠＋塗込
天明大火後の
伝統的防火意匠

格子＋真壁
防火意識
低下後の意匠

時代ごとの
意匠の変遷

要綱施行
木製格子
の再増加

１９世紀後期
木製格子窓虫籠窓

１８世紀後期 ２０世紀中期
ガラス窓

２０世紀初期
金属格子窓

２０世紀初期
ガラス窓

19 世紀初期
出格子窓虫籠窓

19 世紀中期
金属格子窓

有松

龍野

約50年 約 50 年 約 50 年 約 50 年

18 世紀中期
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※文 6）名古屋市教育委員会、有松町並み保存地区保存計画策定調査 1983、
                名古屋市教育委員会、p12,p15、1983 の図版を加筆修正

絞り産業の衰退

素材の木質化

要綱の施行

素材の近代的変化

    

開口部：モルタルによる
　　　　虫籠窓意匠

妻壁：サイディングによる
　　　下見板意匠
　　　プラスターボード

軒裏：モルタル等による
　　　塗込意匠

建具・格子：茶色アルミサッシ

腰壁：モルタル等による
　　　海鼠壁意匠

２階平壁：モルタル等による
　　　　　塗込意匠
　　　　　付け柱

昭和 50 年以降現代素材による防火意匠のポイント

階平 真 漆喰 込造
軒裏：漆喰塗込造

虫籠窓

海鼠壁

妻壁：漆喰塗込造
取外し可能な
下見板

木製出格子

板張り

妻壁：取外し
不可の下見板

－44－


